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第
１
回
目
の
薬

剤
散
布
も
終
わ

り
、
桜
に
続
く
り

ん
ご
の
開
花
を
間

近
に
控
え
春
の
到

来
を
実
感
し
て
い
る
。
今
春
は

大
き
な
雪
害
も
無
く
久
し
振
り

に
穏
や
か
で
あ
る
が
、
り
ん
ご

を
始
め
農
業
や
医
療
な
ど
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

動
向
が
依
然
と
し
て
気
掛
か
り

で
あ
る
。
豚
肉
な
ど
重
要
５
品

目
で
の
駆
け
引
き
が
行
わ
れ
結

論
が
先
送
り
と
な
っ
た
が
、
双

方
の
思
惑
に
折
り
合
い
が
つ
か

　

今
回
の
新
役
員
改
選
は
昨
年

４
月
１
日
に
公
益
財
団
法
人
に

移
行
し
て
か
ら
は
じ
め
て
の
改

選
と
な
り
、
新
た
に
策
定
し
た

定
款
に
基
づ
い
て
行
っ
た
。
こ

れ
に
伴
い
新
役
員
決
定
ま
で
の

　

本
会
は
４
月
25
日
県
庁
を
訪

れ
、
県
知
事
を
は
じ
め
農
林
水

産
部
長
、
県
議
会
議
長
宛
に
昨

年
９
月
の
台
風
18
号
に
伴
う
豪

雨
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
、
い

ま
だ
修
復
工
事
が
進
ん
で
い
な

い
山
手
り
ん
ご
園
周
辺
の
崩
落

個
所
な
ど
の
一
刻
も
早
い
復
旧

　

こ
の
度
の
役
員
組
織
会
で
私
ど
も
が
選
任
さ
れ
、
評
議
員

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
◎
印
は
新
任
）
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〃　
　
　

兜
森　

浩
伸　

◎
監
事
長　
　

七
戸　
　

満

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
で
覆
わ
れ
た

ま
ま
の
園
地
や
、
流
入
し
た
土

砂
が
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
な
っ

て
い
る
の
が
目
に
映
る
。
殆
ど

が
り
ん
ご
生
産
者
個
人
で
は
改

善
出
来
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
会
で
は
本
格
的
な

薬
剤
散
布
が
始
ま
る
前
に
再

度
り
ん
ご
園
地
や
農
道
な
ど

り
ん
ご
生
産
環
境
を
早
期
に
復

旧
し
て
も
ら
う
べ
く
要
請
活
動

を
行
っ
た
。

　

近
年
は
度
重
な
る
異
常
気
象

に
見
舞
わ
れ
、
生
産
量
や
果
実

肥
大
な
ど
品
質
面
で
も
バ
ラ
ツ

　

▼
…
４
月
、
雪

の
消
え
た
り
ん
ご

畑
、
温
か
い
南
風

は
日
増
し
に
土
を

乾
か
し
て
く
れ

る
。
長
靴
を
ス
ニ
ー
カ
ー
に

履
き
替
え
、
足
取
り
軽
く
畑

の
隅
々
ま
で
歩
き
回
れ
る

の
が
と
て
も
嬉
し
い
。
そ
の

足
元
の
事
。
根
雪
で
薄
焼
き

煎
餅
の
よ
う
に
な
っ
た
落

ち
葉
が
、
こ
ち
ら
も
強
く

な
っ
た
日
差
し
を
受
け
て

「
カ
チ
ィ
、
カ
サ
ッ
」
と
乾

く
ほ
ど
に
微
か
な
音
を
発

し
て
い
る
。
そ
れ
は
あ
た
か

も
下
草
の
新
芽
が
、
落
ち
葉

を
持
ち
上
げ
る
息
吹
き
の

よ
う
で
あ
る
。

　

▼
…
春
一
番
に
落
ち
葉
を
突

き
破
っ
て
出
て
き
た
の
は
、
イ

ネ
科
の
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ

だ
。
こ
の
草
は
１
年
中
枯
れ
る

こ
と
な
く
、
刈
っ
て
も
刈
っ
て

も
す
ぐ
再
生
し
て
穂
を
つ
け
て

し
ま
う
。
こ
の

雑
草
の
横
綱
と

も
言
う
べ
き
草

の
名
を
、
子
供
の
私
に
母
は
、

コ
ジ
ョ
ウ
ナ
ガ
ヘ
（
小
僧
泣
か

せ
）
と
教
え
て
く
れ
た
。
昔
、

大
店
の
小
僧
さ
ん
が
旦
那
様
に

庭
の
草
取
り
を
命
じ
ら
れ
た
。

し
か
し
こ
の
草
は
根
が
し
っ
か

り
張
っ
て
い
る
た
め
む
し
り
難

く
、
し
か
も
抜
い
た
後
ま
た
す

小
僧
泣
か
せ

大
量
の
ゴ
ミ
が
堆
積
、
山
手
り

ん
ご
園
で
は
園
地
崩
落
や
農
道

な
ど
の
土
砂
崩
れ
が
多
数
発
生

し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
今
、
国
や
県
、

市
町
村
な
ど
行
政
支
援
の
も
と

企
画
理
事
、
監
事
長
を
選
任
。

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
評
議
員
会

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
を
承
認
し

た
。

　

専
務
に
は
藤
田
光
男
氏
（
62

弘
前
市
鬼
沢
支
会
）
が
新
任
、

と
り
ん
ご
園
復
興
の
た
め
の
配

慮
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し

た
。

　

要
望
書
は
本
会
福
士
会
長
か

ら
成
田
博
農
林
水
産
部
長
と
阿

部
広
悦
県
議
会
議
長
に
、
い
ま

現
在
の
被
害
現
場
の
写
真
な
ど

と
一
緒
に
手
渡
し
な
が
ら
被
害

生
産
環
境
の
復
旧
を

な
い
こ
と
は
最
初
か
ら
判
っ
て

い
た
は
ず
で
あ
る
。
聖
域
と
さ

れ
た
重
要
５
品
目
で
さ
え
も
、

関
税
撤
廃
の
方
向
へ
向
か
う
の

な
ら
ば
公
約
違
反
で
あ
り
、
輸

出
が
盛
ん
な
自
動
車
産
業
な
ど

工
業
製
品
の
ツ
ケ
を
農
業
分

野
な
ど
で
払
わ
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
本
会
は
一
貫
と
し

て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
断
固
反
対
の
姿

勢
を
貫
く
。

　

さ
て
、
昨
年
９
月
の
台
風
18

号
に
伴
う
記
録
的
な
豪
雨
に

よ
っ
て
、
河
川
周
辺
の
り
ん
ご

園
で
は
大
規
模
な
樹
冠
浸
水
や

流
れ
は
、
４
月
の
14
、
15
日
に

開
催
し
た
支
会
長
会
議
に
お
い

て
各
地
区
か
ら
役
員
が
そ
れ
ぞ

れ
選
出
さ
れ
、
そ
の
後
同
30
日

新
役
員
組
織
会
を
開
催
し
会

長
、
副
会
長
、
専
務
、
常
務
、

キ
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

り
ん
ご
の
安
定
生
産
は
資
材

関
係
業
種
、
販
売
や
流
通
業

種
な
ど
り
ん
ご
産
業
全
体
の

繁
栄
に
繋
が
り
地
域
経
済
の

活
性
化
に
も
繋
が
る
。

　

り
ん
ご
生
産
者
も
自
力
で

可
能
な
修
復
工
事
に
頑
張
っ

て
い
る
が
、
先
ず
は
園
地
や

農
道
な
ど
の
復
旧
が
急
が
れ

る
。
行
政
に
は
再
度
、
河
川

や
山
手
の
り
ん
ご
園
の
現
場

確
認
と
建
設
業
者
が
復
旧
工

事
に
入
れ
る
改
め
て
お
願
い

し
た
い
。

で
、
河
川
周
辺
で
の
護
岸
工
事

や
山
手
農
道
な
ど
の
修
復
工
事

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
被
災
地
域

を
巡
回
し
て
み
る
と
、
山
手
を

主
体
に
未
だ
崩
落
箇
所
が
青
い

　

本
会
は
４
月
30
日
、
本
会
講
堂
に
お
い
て
組
織
会
を
開
催
。
そ
の
後
引
き
続
き
行
わ
れ
た
評

議
員
会
で
会
長
以
下
３
役
と
企
画
理
事
、
監
事
長
が
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
、
福
士
春
男
氏
（
65

　

板
柳
町
沖
支
会
）
が
会
長
と
し
て
再
任
さ
れ
５
期
目
の
舵
取
り
を
行
う
。
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▼
…
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
・
ア
ッ

プ
ル
・
リ
ポ
ー
ト
は
、
２
０
２

５
年
に
お
け
る
世
界
の
り
ん
ご

品
種
構
成
割
合
を
ゴ
ー
ル
デ
ン

デ
リ
シ
ャ
ス
、
デ
リ
シ
ャ
ス
、

ガ
ラ
、
ふ
じ
な
ど
上
位
10
品
種

62
％
（
２
・
６
％
減
）、
次
に
続

く
10
品
種
６
・
９
％（
０
・
０
３
％

減
）、
そ
の
他
品
種
31
％
（
２
・

６
％
減
）
と
予
測
し
て
い
る
。

（　

）
内
は
２
０
１
０
年
比
で
あ

る
。
こ
の
予
測
は
中
国
を
除
外

し
て
い
る
。
生
産
量
が
莫
大
で
、

ふ
じ
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　

▼
…
り
ん
ご
品
種
に
関
す
る

資
料
が
入
手
で
き
る
の
は
40
ヶ

国
（
世
界
の
り
ん
ご
生
産
量
の

90
％
を
占
め
る
）
で
あ
る
。
ザ
・

ワ
ー
ル
ド
・
ア
ッ
プ
ル
・
リ
ポ
ー

ト
で
は
、
新
品
種
／
ク
ラ
ブ
制

品
種
と
し
て
ア
ン
ブ
ロ
シ
ア
、

カ
メ
オ
、
ク
リ
ッ
プ
ス
ピ
ン
ク

／
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
、
北
斗
、
ハ

　

２
０
２
５
年
・
り

　

ん
ご
の
品
種
構
成

が
世
界
の
り
ん
ご
生
産
量
に
占

め
る
割
合
は
、
２
０
１
０
年
対

比
０
・
９
％
増
の
２
・
83
％
に

な
る
と
予
測
し
て
い
る
。

　

▼
…
新
品
種
／
ク
ラ
ブ
品
種

の
占
め
る
割
合
が
高
く
な
る
と

予
測
さ
れ
る
地
域
は
、
北
米
の

10
・
８
％
、
南
半
球
（
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
南
ア
フ

リ
カ
を
除
く
）の
10
・
３
％
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
先
進
国
の
８
・
３
％
で

あ
り
、
ア
ジ
ア
の
先
進
国
で
あ

る
日
本
、韓
国
、台
湾
で
は
２
％
、

後
進
国
の
中
国
、
イ
ン
ド
、
ト

ル
コ
な
ど
は
０
・
２
％
で
あ
る
。

（The W
orld A

pple

　
　
　
　

R
eport　

４
月
号
）

　

黒
石
市
北
美
町　

一
木　

茂

ニ
ィ
ク
リ
ス
プ
、
ジ
ャ
ズ
、
ジ
ョ

ナ
ゴ
レ
ッ
ド
、
カ
ン
ジ
、
レ
デ
ィ

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
、
パ
シ
フ
ィ
ッ

ク
シ
リ
ー
ズ
、
ピ
ノ
バ
、
レ
ッ

ド
ジ
ョ
ナ
プ
リ
ン
ス
、
サ
ン
ド

ウ
ナ
ァ
を
上
げ
て
い
る
。

　

▼
…
２
０
２
５
年
に
中
国
を

含
む
新
品
種
／
ク
ラ
ブ
制
品
種

本
会
新
役
員
決
ま
る

　
　

福
士
会
長
５
期
目
に

新
副
会
長
は
佐
々
木
氏（
南
部
町
）

本
会　

県
知
事
等
宛
に

昨
秋
豪
雨
被
害
の
復
旧
を
改
め
て
要
望

ぐ
に
生
え
て
く
る
と
い
う
。

　

▼
…
一
昨
年
の
６
月
、
新
婚

の
娘
婿
が
勤
め
の
休
日
に
草
刈

り
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
と
、
有

難
い
申
し
出
が
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
草
刈
り
機
で
畑
を
２
、
３

周
し
た
頃
か
ら
、
急
に
ク
シ
ャ

ミ
を
し
だ
し
た
。

し
か
も
そ
の
回
数

は
だ
ん
だ
ん
増
え
、

鼻
血
ま
で
出
し
て
し
ま
っ
た
。

ど
う
や
ら
そ
の
原
因
は
、
ス
ズ

メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
の
花
粉
症
だ
っ

た
よ
う
だ
。

　

▼
…（
緑
風
薫
る
青
空
の
下
。

農
薬
を
知
ら
な
い
婿
殿
に
、
ま

ず
は
草
刈
り
を
手
始
め
と
し

て
、
広
い
り
ん
ご
園
で
自
然
を

感
じ
る
仕
事
を
体
験
し
て
も
ら

う
。
大
地
と
共
生
す
る
こ
の
職

業
に
感
動
し
て
も
ら
い
、
い
ず

れ
あ
わ
よ
く
ば
、
彼
が
我
が
家

の
後
継
者
に
な
っ
て
く
れ
た
り

し
て
…
…
。）

　

▼
…
花
粉
症
を
知
ら
な
い
私

の
思
惑
は
最
初
か
ら
見
事
に
挫

折
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
日
の

午
後
か
ら
、
草
刈
り
は
ま
た
私

の
仕
事
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
う
だ
。
あ
の
草
は
、
小
僧
泣

か
せ
で
無
く
婿
泣
か
せ
で
あ

り
、
や
が
て
「
親
父
泣
か
せ
」

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

種
市
支
会　
　
　
　
　

小
山
内　
　

章

































（
敬
称
略
）

▼
弘
前
市
住
吉
支
会

　

▽
新
支
会
長　

水
島　

良
浩

▼
弘
前
市
新
岡
支
会

　

▽
新
支
会
長　

佐
藤　

裕
真

要望書を受け取る阿部県議会議長

監事長

七戸　　満

常　務

内山　国仁

常　務

長峰　　誠

専　務

藤田　光男

副会長

佐々木秀行

会　長

福士　春男

常
務
は
内
山
国
仁
氏
（
53　

平

川
市
唐
竹
支
会
）
が
新
任
、
長

峰
誠
氏
（
58　

鶴
田
町
妙
堂
崎

支
会
）
が
再
任
、
副
会
長
に
は

佐
々
木
秀
行
氏
（
51　

南
部

町
門
前
支
会
）
が
新
任
さ
れ

た
。
ま
た
監
事
長
に
は
七
戸
満

氏（
62　

つ
が
る
市
山
田
支
会
）

が
新
任
さ
れ
た
。
企
画
理
事
に

つ
い
て
は
本
紙
面
の
就
任
挨
拶

に
掲
載
。

を
受
け
た
生
産
者

の
声
を
伝
え
た
。

　

要
望
書
を
受
け

取
っ
た
阿
部
県
議

会
議
長
は
「
県
と

し
て
も
市
町
村
と

協
力
し
な
が
ら
生

産
基
盤
で
あ
る
り

ん
ご
園
の
早
期
復

旧
に
努
め
た
い
」

と
応
え
た
。

▼
平
川
市
広
船
支
会

　

▽
新
支
会
長　

中
嶋　

義
仁

▼
黒
石
市
豊
岡
支
会

　

▽
新
支
会
長　

佐
藤　

達
也

▼
鶴
田
町
沖
支
会

　

▽
新
支
会
長　

佐
々
木　

忍

就
任
ご
挨
拶

　
地区 区分 支会名 新・前・元 氏　名

中弘 理事

清水中央 新 川村　将喜
大和沢 前 名越　純一
石　川 前 竹内　謙一
細　越 前 佐藤　嘉宣
糠　坪 前 兜森　浩伸
鬼　沢 前 藤田　光男
黒　土 前 北川　順一
三　和 前 葛西　広樹
五　代 新 笹　　哲雄
新法師 前 清藤　浩仁
湯　口 新 成田　淳逸

津軽南
青森

理事

広　船 新 外川　智志
唐　竹 前 内山　国仁
金　屋 前 小野　秀樹
上十川 新 村元　幸生
浅瀬石 新 後藤　生美
駒ノ台 新 三浦　　修
大根子 新 鈴木　秀樹

西中野目 前 木村　一成
吉　内 新 間山　直浩
吉野田 前 工藤　雅章

地区 区分 支会名 新・前・元 氏　名

北五 理事

板柳第一 前 中畑　元男
小　幡 新 野宮　正美

沖 前 福士　春男
野　木 新 浅利　　豪
妙堂崎 前 長峰　　誠
高　野 前 福士　一史
広　富 新 石岡　靖浩

西つがる 理事
小屋敷 前 神　　晴幸

桑野木田 新 成田　孝夫

県南 理事

深　持 前 中野渡 市右衛門
米　田 元 大竹　光雄
門　前 前 貝守　　広
門　前 前 佐々木秀行
梅　内 前 奥　　哲也

青年部 理事
石名坂 新 木村　篤志
門　前 新 馬場　　誠

中　弘

監事

小　友 新 齊藤　良一
津軽南青森 唐　牛 新 藤田　康美
西つがる 山　田 前 七戸　　満
県　南 泉　山 新 佐々木信孝

学識経験監事 前 渡辺　政弘

平成26年度　役員（理事・監事）名簿　　　　　平成26年4月30日　公益財団法人青森県りんご協会
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展　

示　

農　

薬

▼
展
示
目
的

　

青
森
県
り
ん
ご
防
除
暦
に
掲

載
さ
れ
た
農
薬
を
対
象
に
、
農

薬
の
最
も
有
効
な
使
い
方
と
そ

の
防
除
効
果
を
一
般
生
産
者
に

啓
蒙
す
る
た
め
展
示
圃
場
を
設

け
る
。

【
ロ
ム
ダ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル

３
０
０
０
倍

日
本
曹
達
叙
】

　

ミ
ダ
レ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ
キ
を

対
象
害
虫
と
し
、
鰺
ヶ
沢
町
建

石
の
木
村
将
瑛
氏
園
、
青
森
市

浪
岡
五
本
松
の
吉
村
初
雄
氏
園

に
て
実
施
す
る
。
同
剤
を
「
開

花
直
前
」
と
「
落
花
直
後
」
に

10
㌃
当
た
り
３
２
０
～
３
５
０

㍑
散
布
し
、
そ
の
防
除
効
果
を

み
る
。

【
カ
ス
ケ
ー
ド
乳
剤４

０
０
０
倍

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
叙
】

　

ミ
ダ
レ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ
キ
、

リ
ン
ゴ
コ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ
キ
を

対
象
害
虫
と
し
、
弘
前
市
糠
坪

の
兜
森
浩
伸
氏
園
、
同
市
桜
庭

の
笹
谷
哲
氏
園
に
て
実
施
す

る
。同
剤
を「
開
花
直
前
」と「
落

花
直
後
」
に
10
㌃
当
た
り
３
２

０
～
３
５
０
㍑
散
布
し
、
そ
の

防
除
効
果
を
み
る
。

【
バ
ロ
ッ
ク
フ
ロ
ア
ブ
ル

２
０
０
０
倍

協
友
ア
グ
リ
叙
】

　

リ
ン
ゴ
ハ
ダ
ニ
を
対
象
害
虫

と
し
、
弘
前
市
五
所
の
田
澤
俊

　

本
会
は
本
年
度
も
農
薬
展
示
・
実
験
圃
場
設
置
事
業
の
中
で
防
除
試
験
を
実
施
す
る
。
今
回

は
展
示
薬
剤
18
剤
、
実
験
薬
剤
３
剤
に
つ
い
て
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
委
託
を
受
け
て
お
り
、
21

人
の
生
産
者
に
よ
り
試
験
が
実
施
さ
れ
る
。

明
氏
園
、
五
所
川
原
市
前
田
野

目
の
對
馬
金
吾
氏
園
に
て
実
施

す
る
。
同
剤
を
「
落
花
直
後
」

に
10
㌃
当
た
り
３
５
０
㍑
を
散

布
し
、そ
の
防
除
効
果
を
み
る
。

【
ア
ン
ト
ラ
コ
ー
ル

顆
粒
水
和
剤　

５
０
０
倍

　

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ

サ
イ
エ
ン
ス
叙
】

　

黒
星
病
、
炭
そ
病
を
対
象
病

害
と
し
、
鶴
田
町
木
筒
の
秋
庭

政
仁
氏
園
、
青
森
市
浪
岡
吉
内

試験設計会議の様子

効
果
を
み
る
。

【
サ
イ
ア
ノ
ッ
ク
ス
水
和
剤

１
０
０
０
倍

住
友
化
学
叙
】

　

ク
ワ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、

ハ
マ
キ
ム
シ
類
、
ギ
ン
モ
ン
ハ

モ
グ
リ
ガ
を
対
象
害
虫
と
し
、

弘
前
市
五
代
の
木
村
裕
幸
氏

園
、
鶴
田
町
妙
堂
崎
の
長
峰
誠

氏
園
に
て
実
施
す
る
。
同
剤
を

「
落
花
15
日
後
」
に
10
㌃
当
た

り
４
２
０
㍑
を
散
布
し
、
そ
の

名
坂
の
木
村
篤
志
氏
園
に
て
実

施
す
る
。
同
剤
を「
５
月
下
旬
」

に
10
㌃
当
た
り
１
０
０
本
を
設

置
し
、そ
の
防
除
効
果
を
み
る
。

【
ス
タ
ー
ク
ル
・
ア
ル
バ
リ
ン

顆
粒
水
溶
剤

２
０
０
０
倍

　

ス
タ
ー
ク
ル
・

ア
ル
バ
リ
ン
研
究
会
】

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
、
シ
ン
ク
イ

ム
シ
類
、
カ
メ
ム
シ
類
、
キ
ン

モ
ン
ホ
ソ
ガ
、
ギ
ン
モ
ン
ハ
モ

グ
リ
ガ
を
対
象
害
虫
と
し
、
弘

前
市
桜
庭
の
笹
谷
哲
氏
園
、
平

川
市
広
船
の
長
尾
博
人
氏
園
に

て
実
施
す
る
。
同
剤
を
「
６
月

中
旬
」
か
ら
「
８
月
半
ば
」
に

10
㌃
当
た
り
５
０
０
㍑
を
散
布

し
、
そ
の
防
除
効
果
を
み
る
。

毅
氏
園
、
鰺
ヶ
沢
町
建
石
の
木

村
将
瑛
氏
園
に
て
実
施
す
る
。

同
剤
を「
７
月
初
め
」か
ら「
７

　

バ
イ
エ
ル
ク
ロ
ッ
プ

サ
イ
エ
ン
ス
叙
】

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
を
対
象
害
虫

と
し
、
弘
前
市
下
湯
口
の
齋
藤

力
氏
園
、
同
市
五
所
の
田
澤
俊

明
氏
園
に
て
実
施
す
る
。
同
剤

を
「
７
月
」
に
10
㌃
当
た
り
５

０
０
㍑
を
散
布
し
、
そ
の
防
除

効
果
を
み
る
。

【
ダ
ニ
サ
ラ
バ
フ
ロ
ア
ブ
ル

１
０
０
０
倍

ダ
ニ
サ
ラ
バ
協
議
会
】

　

リ
ン
ゴ
ハ
ダ
ニ
、
ナ
ミ
ハ
ダ

ニ
を
対
象
害
虫
と
し
、
平
川
市

広
船
の
長
尾
博
人
氏
園
、
板
柳

町
土
井
の
中
畑
元
男
氏
園
に
て

実
施
す
る
。
同
剤
を
「
７
月
」

に
10
㌃
当
た
り
５
０
０
㍑
を
散

布
し
、そ
の
防
除
効
果
を
み
る
。

【
モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤

４
０
０
０
倍

モ
ス
ピ
ラ
ン
普
及
会
】

　

モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ
、
ア
ブ
ラ

ム
シ
類
、
キ
ン
モ
ン
ホ
ソ
ガ
、

ギ
ン
モ
ン
ハ
モ
グ
リ
ガ
を
対
象

害
虫
と
し
、
弘
前
市
五
代
の
木

村
裕
幸
氏
園
、
五
所
川
原
市
高

平
成
26
年
度

り
ん
ご
学
校
開
催
の
お
知
ら
せ

▼
方
針

　
　

年
間
を
通
し
た
講
座
と
し
て
、
講
義
毎
に
新
規
就
農
者
や
女
性
生
産
者
な
ど
広
く
参

　

加
者
を
募
集
し
開
催
を
す
る
。

※
開
催
期
日
や
内
容
に
つ
い
て
は
変
更
す
る
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

第
１
講

○
期　
　

日
：
平
成
26
年
５
月
28
日
（
水
）

　
【
午
前
】
効
果
的
な
摘
果
剤
の
使
い
方
（
講
師
：
り
ん
ご
研
究
所
栽
培
部
）

　
【
午
後
】
病
害
虫
発
生
予
察
と
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
（
講
師
：
り
ん
ご
研
究
所
病
虫
部
）

○
集
合
場
所
：
黒
石
市
り
ん
ご
研
究
所

○
受
講
料
（
会
員
：
２
千
円
、
非
会
員
：
３
千
円
）

○
申
込
締
切
：
平
成
26
年
５
月
21
日
（
水
）

第
２
講

○
期　
　

日
：
平
成
26
年
６
月
20
日
（
金
）

　
【
午
前
】
生
理
障
害
の
見
分
け
方
（
講
師
：
り
ん
ご
研
究
所
栽
培
部
）

　
【
午
後
】
黄
色
品
種
の
実
す
ぐ
り
（
現
地
：
予
定　

板
柳
町
）

○
集
合
場
所
：
り
ん
ご
協
会

○
受
講
料
（
会
員
：
２
千
円
、
非
会
員
：
３
千
円
）

○
申
込
締
切
：
平
成
26
年
６
月
13
日
（
金
）

　

申
込
先
：
り
ん
ご
協
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
１
７
２
―
27
―
６
０
０
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

１
０
７
２
―
27
―
６
０
０
８

殺
菌
剤
５
剤
、殺
虫
剤
11
剤
、交
信
か
く
乱
剤

１
剤
、植
物
成
長
調
整
剤
１
剤
を
展
示

の
津
川
昭
寛
氏
園
に
て
実
施
す

る
。
同
剤
を
「
落
花
15
日
後
」

か
ら
「
６
月
中
旬
」
に
10
㌃
当

た
り
４
２
０
～
５
０
０
㍑
を
散

布
し
、そ
の
防
除
効
果
を
み
る
。

【
エ
ル
サ
ン
水
和
剤
40１

０
０
０
倍

日
産
化
学
工
業
叙
】

　

ク
ワ
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、

モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ
、
ハ
マ
キ
ム

シ
類
、
カ
メ
ム
シ
類
、
マ
イ
マ

イ
ガ
幼
虫
、
モ
モ
チ
ョ
キ
リ
ゾ

ウ
ム
シ
を
対
象
害
虫
と
し
、
弘

前
市
鬼
沢
の
藤
田
光
男
氏
園
、

平
川
市
唐
竹
の
内
山
国
仁
氏
園

に
て
実
施
す
る
。
同
剤
を
「
落

花
15
日
後
」
に
10
㌃
当
た
り
４

２
０
㍑
を
散
布
し
、
そ
の
防
除

防
除
効
果
を
み
る
。

【
ヒ
オ
モ
ン
水
溶
剤３

０
０
０
倍

ア
グ
ロ
カ
ネ
シ
ョ
ウ
叙
】

　

ツ
ル
割
れ
軽
減
を
目
的
と

し
、
黒
石
市
三
島
の
大
平
一
仁

氏
園
、
板
柳
町
夕
顔
関
の
福
士

春
男
氏
園
に
て
実
施
す
る
。
同

剤
を
「
満
開
20
～
30
日
後
」
に

10
㌃
当
た
り
３
２
０
～
３
５
０

㍑
を
散
布
し
、
そ
の
効
果
を
み

る
。

【
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー
Ｒ

信
越
化
学
工
業
叙
】

　

モ
モ
シ
ン
ク
イ
ガ
、
ハ
マ
キ

ム
シ
類
、
ナ
シ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ

を
対
象
害
虫
と
し
、
黒
石
市
石

【
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ

４
０
０
０
倍

石
原
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
叙
】

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
を
対
象
害
虫

と
し
、
弘
前
市
鬼
沢
の
藤
田
光

男
氏
園
、
五
所
川
原
市
高
野
の

福
士
一
史
氏
園
に
て
実
施
す

る
。
同
剤
を
「
６
月
中
旬
」
か

ら
「
８
月
半
ば
」
に
10
㌃
当
た

り
５
０
０
㍑
を
散
布
し
、
そ
の

防
除
効
果
を
み
る
。

【
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤

６
０
０
倍

ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
日
本
叙
】

　

斑
点
落
葉
病
、
炭
そ
病
、
褐

斑
病
、
黒
星
病
ほ
か
を
対
象
病

害
と
し
、
弘
前
市
大
沢
の
桑
田

月
半
ば
」
に
10
㌃
当
た
り
５
０

０
㍑
を
散
布
し
、
そ
の
防
除
効

果
を
み
る
。

【
オ
キ
シ
ラ
ン
水
和
剤５

０
０
倍

日
本
農
薬
叙
】

　

斑
点
落
葉
病
、
炭
そ
病
、
輪

紋
病
、
す
す
斑
・
す
す
点
病
ほ

か
を
対
象
病
害
と
し
、
鶴
田
町

木
筒
の
秋
庭
政
仁
氏
園
、
五
所

川
原
市
前
田
野
目
の
對
馬
金
吾

氏
園
に
て
実
施
す
る
。
同
剤
を

「
７
月
」
に
10
㌃
当
た
り
５
０

０
㍑
を
散
布
し
、
そ
の
防
除
効

果
を
み
る
。

【
キ
ラ
ッ
プ
フ
ロ
ア
ブ
ル

４
０
０
０
倍

農薬の有効な使用方法と防除効果の啓蒙

　授粉用

りんご花粉あっせん中
10㌘／税込み価格 2,160円（発芽率80％以上）
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☆ 

婿
殿
・嫁
ち
ゃ
ん
！

わ
ん
ど
の 

《
支
会
活
動
に
参
加
し
、

目
指
す
は
大
臣
賞
メ
ン
バ
ー
‼
》

実　

験　

農　

薬

毎日コツコツと農作業に励む婿殿　千尋さん

平成26年度 農薬展示・実験圃場設置事業
野
の
福
士
一
史
氏
園
に
て
実
施

す
る
。
同
剤
を
「
７
月
半
ば
」

か
ら
「
８
月
半
ば
」
に
散
布
し
、

そ
の
防
除
効
果
を
み
る
。

【
サ
ム
コ
ル
フ
ロ
ア
ブ
ル
10

５
０
０
０
倍

　

サ
ム
コ
ル
フ
ロ
ア
ブ
ル協

議
会
】

　

ハ
マ
キ
ム
シ
類
、
モ
モ
シ
ン

ク
イ
ガ
、
ナ
シ
ヒ
メ
シ
ン
ク
イ

を
対
象
害
虫
と
し
、
平
川
市
唐

竹
の
内
山
国
仁
氏
園
、
板
柳
町

土
井
の
中
畑
元
男
氏
園
に
て
実

▼
実
験
目
的

　

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

り
ん
ご
研
究
所
に
お
い
て
、
成

績
有
望
な
実
験
農
薬
を
一
般
り

ん
ご
園
で
も
実
験
し
、
今
後
の

病
害
虫
防
除
体
系
の
資
料
と
す

る
。

【
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
フ
ロ
ア
ブ
ル

４
０
０
０
倍

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
普
及
会
】

　

今
回
は
黒
石
市
長
坂
の
婿

殿
、村
上
千
尋
さ
ん
（
31
歳
）

を
紹
介
す
る
。
村
上
さ
ん
は

外
ヶ
浜
町
の
出
身
で
、
結
婚

７
年
目
、
就
農
３
年
目
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

奥
さ
ん
と
の
出
逢
い
は
、

前
職
の
同
僚
の
紹
介
で
知
り

合
い
、
７
年
前
に
結
婚
に
至

り
、
現
在
で
は
２
人
の
子
供

に
も
恵
ま
れ
、
幸
せ
に
過
ご

し
て
い
る
と
い
う
。

　

農
家
に
は
全
く
の
無
縁
の

地
か
ら
婿
入
り
し
、
実
家
の

父
親
は
農
家
が
嫌
で
外
ヶ
浜

町
に
婿
入
り
し
た
、
し
か

し
、
村
上
さ
ん
は
そ
の
逆
の

施
す
る
。
同
剤
を「
７
月
半
ば
」

に
10
㌃
当
た
り
５
０
０
㍑
を
散

布
し
、そ
の
防
除
効
果
を
み
る
。

【
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤３

０
０
０
倍

ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
協
議
会
】

　

褐
斑
病
、
輪
紋
病
（
イ
ボ
皮

病
）、
腐
ら
ん
病
、
す
す
斑
・

す
す
点
病
を
対
象
病
害
と
し
、

黒
石
市
石
名
坂
の
木
村
篤
志
氏

園
、
青
森
市
浪
岡
五
本
松
の
吉

村
初
雄
氏
園
に
て
実
施
す
る
。

同
剤
を「
７
月
半
ば
」か
ら「
７

　

リ
ン
ゴ
コ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ

キ
、
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
を
対
象

害
虫
と
し
、
弘
前
市
糠
坪
の
兜

道
を
自
ら
選
択
し
た
。
結
婚
当

時
は
会
社
員
で
あ
り
、
後
々
は

就
農
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
た
が
、
自
園
地
の
人

手
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
の

が
き
っ
か
け
で
、
就
農
す
る
こ

と
を
決
意
し
た
。
経
営
面
積
は

約
10
㌶
と
い
う
大
規
模
経
営
は

事
実
を
知
り
と
て
も
驚
い
た
と

い
う
。
家
族
労
力
５
人
が
中
心

で
作
業
し
て
い
る
が
、
毎
年
剪

定
や
摘
果
に
追
わ
れ
る
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
が
辛
い
と
話
す
。
葉
取

り
作
業
に
関
し
て
は
、
手
が
回

り
き
れ
ず
に
、
収
穫
期
に
突
入

す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
と
い

う
。
そ
こ
で
、
大
規
模
農
家
な

月
末
」
に
散
布
し
、
そ
の
防
除

効
果
を
み
る
。

【
ダ
イ
パ
ワ
ー
水
和
剤１

０
０
０
倍

日
本
農
薬
叙
】

　

斑
点
落
葉
病
、
炭
そ
病
、
輪

紋
病
、
す
す
斑
・
す
す
点
病
を

対
象
病
害
と
し
、
鶴
田
町
妙
堂

崎
の
長
峰
誠
氏
園
、
青
森
市
浪

岡
吉
内
の
津
川
昭
寛
氏
園
に
て

実
施
す
る
。
同
剤
を「
７
月
末
」

か
ら
「
８
月
半
ば
」
に
散
布
し
、

そ
の
防
除
効
果
を
み
る
。

に
実
験
区
へ
同
薬
剤
４
０
０
０

倍
、
対
照
区
で
は
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
顆
粒
水
和
剤
４
０
０
０
倍
を

ら
で
は
の
作
業

効
率
向
上
等
を

考
え
て
い
き
た

い
と
真
剣
に
考

え
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、

ゴ
ー
ル
と
実
感

で
き
る
収
穫
作

業
が
好
き
な
作

業
と
話
し
、
今

年
か
ら
挑
戦
す

る
薬
剤
散
布
は
辛
そ
う
な
イ

メ
ー
ジ
を
抱
え
て
い
る
。
し
か

し
、
１
人
で
黙
々
と
作
業
を
す

る
こ
と
が
好
き
で
、
家
族
に
作

業
を
追
わ
れ
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

も
あ
ま
り
感
じ
る
こ
と
な
く
、

落
ち
着
く
時
間
で
も
あ
る
と
い

う
。

　

今
後
は
、
支
会
活
動
に
も
い

ま
以
上
積
極
的
に
参
加
し
、
各

種
品
評
会
関
係
の
最
高
賞
入
賞

を
目
指
し
、
少
し
で
も
そ
れ
に

上
旬
に
５
０
０
新
梢
に
つ
い
て

ハ
マ
キ
ム
シ
類
に
よ
る
葉
巻
数

を
調
査
す
る
。
巻
葉
症
状
が
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
分
解
調
査

し
、
加
害
種
と
齢
期
を
明
ら
か

に
す
る
。

　

ま
た
、
５
０
０
果
に
つ
い
て

ハ
マ
キ
ム
シ
類
及
び
シ
ン
ク
イ

ム
シ
類
に
よ
る
被
害
果
数
を
調

査
す
る
。

【
コ
ル
ト
顆
粒
水
和
剤６

０
０
０
倍

コ
ル
ト
普
及
会
】

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
を
対
象
害
虫

と
し
、
弘
前
市
大
沢
の
桑
田
毅

氏
園
、
平
川
市
金
屋
の
森
内
健

一
氏
園
に
て
実
施
す
る
。「
７

月
初
め
又
は
７
月
半
ば
」
に
実

験
区
で
は
同
剤
６
０
０
０
倍
、

対
照
区
で
は
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ
４
０

貢
献
で
き
る
よ
う
な
生
産
者

に
な
り
た
い
と
目
標
を
語
っ

た
。
ま
た
、
休
日
は
子
供
と

過
ご
す
時
間
を
大
切
に
す
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
き
た
い

と
父
親
の
一
面
も
見
せ
た
。

　

最
後
に
未
来
の
婿
殿
に
対

し
、「
や
っ
て
み
る
と
楽
し

い
。
仲
間
が
沢
山
増
え
、
と

に
か
く
楽
し
い
。」
と
前
向

き
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
。

容量
会員

価格
消費税 税込価格

非会員

価格
消費税 税込価格

50㌘ 950円 76円 1,026円 1,050円 84円 1,134円

100㌘ 1,750円 140円 1,890円 2,150円 172円 2,322円

150㌘ 2,550円 204円 2,754円 3,150円 252円 3,402円

200㌘ 3,350円 268円 3,618円 4,150円 332円 4,482円

貯蔵花粉預託料が変わります！
　平成26年度貯蔵花粉の預託料金が変わります。
　何卒宜しくお願い致します。

本
年
は
殺
虫
剤
３
剤
を
実
験

森
浩
伸
氏
園
、
黒
石
市
三
島
の

大
平
一
仁
氏
園
に
て
実
施
す

る
。兜
森
氏
園
で「
７
月
半
ば
」、

大
平
氏
園
で
は「
９
月
上
中
旬
」

10
㌃
当
た
り
５
０
０
㍑
散
布
す

る
。

▼
調
査
方
法

①
散
布
10
日
後
に
薬
害
発
生
の

有
無
を
調
査
す
る
。

②
兜
森
氏
園
は
８
月
中
旬
、
大

平
氏
園
で
は
９
月
下
旬
～
10
月

０
０
倍
を
10
㌃
当
た
り
５
０
０

㍑
散
布
す
る
。

▼
調
査
方
法

①
散
布
10
日
後
に
５
０
０
新
梢

に
つ
い
て
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
の
寄

生
新
梢
数
を
調
査
す
る
。

　

ま
た
、薬
害
発
生
の
有
無
を

調
査
す
る
。

【
デ
ィ
ア
ナ
Ｗ
Ｄ
Ｇ１

０
０
０
０
倍

住
友
化
学
叙
】

　

リ
ン
ゴ
コ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ

キ
、
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
を
対
象

害
虫
と
し
、
弘
前
市
下
湯
口
の

齋
藤
力
氏
園
、
板
柳
町
夕
顔
関

の
福
士
春
男
氏
園
に
て
実
施
す

る
。福
士
氏
園
で「
７
月
半
ば
」、

齋
藤
力
氏
園
で
は
「
９
月
上
中

旬
」
に
実
験
区
で
は
同
薬
剤
１

０
０
０
０
倍
、
対
照
区
で
は
サ

ム
コ
ル
フ
ロ
ア
ブ
ル
10　

５
０

０
０
倍
を
10
㌃
当
た
り
５
０
０

㍑
散
布
す
る
。

▼
調
査
方
法

　

①
散
布
10
日
後
に
薬
害
発
生

の
有
無
を
調
査
す
る
。

②
福
士
氏
園
は
８
月
中
旬
、
齋

藤
氏
園
で
は
９
月
下
旬
～
10
月

上
旬
に
５
０
０
新
梢
に
つ
い
て

ハ
マ
キ
ム
シ
類
に
よ
る
葉
巻
数

を
調
査
す
る
。
葉
巻
が
認
め
ら

れ
た
場
合
に
は
分
解
調
査
し
、

加
害
種
と
齢
期
を
明
ら
か
に
す

る
。

　

ま
た
、
５
０
０
果
に
つ
い
て

ハ
マ
キ
ム
シ
類
及
び
シ
ン
ク
イ

ム
シ
類
に
よ
る
被
害
果
数
を
調

査
す
る
。

H25年度現地検討会の様子

ワンポイント技術⑤
マメコバチ飼養管理の要点

価格１部 300円（税込み）

本会斡旋物のご紹介

平成26年度展示農薬・実験農薬一覧
展示農薬

農薬名 委託担当会社
1 ロムダンフロアブル　3,000倍 日本曹達㈱
2 カスケード乳剤　4,000倍 BASFジャパン㈱
3 バロックフロアブル　2,000倍 協友アグリ㈱

4 アントラコール顆粒水和剤　500倍 バイエルクロップ
サイエンス㈱

5 エルサン水和剤40　1,000倍 日産化学工業㈱
6 サイアノックス水和剤 1,000倍 住友化学㈱
7 ヒオモン水溶剤　3,000倍 アグロカネショウ㈱
8 コンフューザーＲ　100本/10㌃ 信越化学工業㈱

9 スタークル・アルバリン顆粒水溶剤
　2,000倍 三井化学アグロ㈱

10 ウララDF　4,000倍 石原バイオ
サイエンス㈱

11 ジマンダイセン水和剤　600倍 ダウ・ケミカル日本㈱
12 オキシラン水和剤　500倍 日本農薬㈱

13 キラップフロアブル　4,000倍 バイエルクロップ
サイエンス㈱

14 ダニサラバフロアブル　4,000倍 ダニサラバ協議会
15 モスピラン顆粒水溶剤　4,000倍 モスピラン普及会

16 サムコルフロアブル10　5,000倍 サムコルフロアブル
協議会

17 ベンレート水和剤　3,000倍 ベンレート水和剤
協議会

18 ダイパワー水和剤　1,000倍 日本農薬㈱

実験農薬
農薬名 委託担当会社

1 フェニックスフロアブル 4,000倍 フェニックス普及会
2 コルト顆粒水和剤　6,000倍 コルト普及会
3 ディアナWDG　10,000倍 住友化学㈱

  オンヨネ社製
　「レインスーツ」
■規格
　メンズサイズ：L、O、XO、
　BO、BBXO、4BXO
　カラー：レッド、マリーゴー
　ルド、ライム、モスグリーン、
　ネイビー
　レディースサイズ：L、O
　カラー：コーラル、ピンク、マリ
　ーゴールド、ターコイズ、ネイビー
■価格
　サイズ：L、O
　　11,800円（税込み）

　サイズ：XO、BO、BXO、4BXO
　　13,500円（税込み）
　　　※限定カラーのみ
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組
織
力
・
突
き
上
げ
力

　

▼
…
み
ん
な
の
党
の
渡
辺

喜よ
し
み美
代
表
が
党
の
み
ん
な

・
・
・
か
ら

追
い
出
さ
れ
た
。
猪
瀬
・
前
東

京
都
知
事
の
場
合
と
似
て
い
て

カ
ネ
の
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た

こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
妻

君
が
恐
妻
で
主
人
の
秘
書
を

次
々
に
ク
ビ
に
し
た
人
で
も
あ

る
と
い
う
。

　

▼
…
世
の
中
に
愛
妻
の
ほ
か

恐
妻
、
悪
妻
、
鼻
ば
さ
み
、
清

水
森
（
ナ
ン
バ
）
も
あ
る
そ
う

だ
。り
ん
ご
生
産
者
の
中
に
も
、

家
に
居
る
と「
霜
降
り
の
中
だ
」

と
言
っ
て
、
り
ん
ご
協
会
へ
逃

避
し
て
き
て
い
る
人
も
あ
る
と

い
う
。（
気
の
毒
に
…
…
）

　

▼
…
そ
の
り
ん
ご
協
会
。
会

員
の
会
費
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ

を
か
ぶ
る
だ
け
で
あ
る
。い
ま
牛

肉
・
豚
肉
の
輸
入
関
税
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
が
、押
さ
れ
気
味
で

あ
る
の
は
肉
牛
や
豚
の
組
織
が

弱
い
か
ら
で
は
な
い
か
。

　

▼
…
「
蛯え

び
で
鯛
釣
る
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
。
安
倍
首
相
は

オ
バ
マ
大
統
領
を
銀
座
の
寿す

し司

で
釣
ろ
う
と
し
た
か
。
と
こ
ろ

が
そ
れ
で

釣
ら
れ
る

オ
バ
マ
で

は
な
い
。「
尖
閣
島
問
題
を
傍

観
し
な
い
か
ら
、そ
の
代
わ
り
」

と
い
う
こ
と
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題

で
、「
清
水
森
（
ナ
ン
バ
）
に

ワ
サ
ビ
を
か
け
た
よ
う
な
要
求

を
次
々
に
出
し
た
よ
う
だ
。
結

局
、
今
回
は
も
の
分
か
れ
に
。

　

▼
…
翌
日
（
４
月
25
日
）
の

毎
日
新
聞
の
、
こ
れ
に
関
す
る

記
事
の
見
出
し
が
「
譲
る
発
想

な
い
米
国
」
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
は
11
月
に
中
間
選
挙
が
あ

る
。
国
会
議
員
は
ビ
ク
ビ
ク
で

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
業

界
の
力
、
そ
の
圧
力
は
日
本
の

農
協
や
全
果
連
な
ど
の
比
で
は

な
く
、
各
業
界
が
政
界
に
使
っ

て
い
る
カ
ネ
は
チ
ト
サ
ト

・
・
・
・
（
本

県
の
日
本
語
）
の
も
の
で
は
な

い
と
い
う
。

　

▼
…
Ｔ
Ｐ
Ｐ
。
そ
れ
は
コ

メ
・
砂
糖
・
肉
な
ど
の
関
税
や

自
動
車
な
ど
の
問
題
ば
か
り
で

な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
狙
い
の
一

つ
は
日
本
へ
の
企
業
参
入
の
自

由
化
で
も
あ
る
。例
え
ば
病
院
・

農
薬
会
社
・
タ
ネ
会
社
な
ど
も
。

そ
し
て
狙
う
の
は
独
占
へ
の
道

―
―
価
格
決
定
力
―
―
。

秋
田　

義
信

て
い
る
団
体
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
り
ん
ご

協
会
が
技
術
指
導
の
（
技
術
指

導
だ
け
の
）
団
体
と
思
わ
れ
が

ち
で
、
生
産
者
の
中
に
は
「
教

わ
る
も
の
（
技
術
）
は
な
い
。

俺
は
ベ
テ
ラ
ン
だ
。
だ
か
ら
協

会
か
ら
脱
退
す
る
。
払
う
会
費

が
惜
し
い
」
と
い
う
人
も
あ
る

ら
し
い
が
、

「
一ち

ょ
っ
と寸
待
っ

た
」
と
言

い
た
い
。

　

▼
…
り
ん
ご
協
会
は
技
術
指

導
だ
け
の
団
体
で
は
な
い
。政

策
、行
政
に
対
す
る
要
望
、或
い

は
抵
抗（
例
え
ば
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
火

傷
病
問
題
な
ど
）の
組
織
で
も

あ
る
。「
組
織
は
力
な
り
」だ
。無

組
織
で
個
々
バ
ラ
バ
ラ
、た
だ

グ
ダ
メ
グ

・
・
・
・
だ
け
で
は
大
き
な
波

ま
す
。

▼
り
ん
ご
の
生
態

【
お
知
ら
せ
】
本
会
で
は
、
５
月
７
日
か
ら
ロ
ビ
ー
に
て
花
粉

葯
採
取
機
を
設
置
し
ま
す
。
人
工
授
粉
で
結
実
確
保
の
た

め
に
是
非
お
使
い
下
さ
い
。（
使
用
料
は
会
員
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
無
料
、
ゴ
ミ
の
回
収
は
各
自
）

▼
概
況

①
「
ふ
じ
の
展
葉
１
週
間
後
頃
」
の
薬
剤
散
布
は
、
４
月
26
～

27
日
頃
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

②
週
間
天
気
予
報
に
よ
る
と
今
後
の
気
温
は
高
く
推
移
す
る

と
み
ら
れ
、
り
ん
ご
研
究
所
で
の
ふ
じ
の
開
花
は
平
年
並

み
の
５
月
８
日
頃
に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

③
弘
前
公
園
の
桜
は
、
平
年
並
み
の
４
月
23
日
と
な
り
、「
桜

ま
つ
り
」
は
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

▼
第
２
回
目
の
薬
剤
散
布
「
ふ
じ
の
開
花
直
前
」

①
弘
前
、
黒
石
、
三
戸
を
中
心
に
５
月
７
～
８
日
こ
ろ
と
見
込

ま
れ
ま
す
。
基
準
薬
剤
は
Ｅ
Ｂ
Ｉ
単
剤
で
す
。

②
ミ
ダ
レ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ
キ
の
発
生
が
多
い
園
地
で
は
、
ロ
ム











































（
５
月
５
日
～
14
日
）

ダ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
３
０
０
０
倍
、
カ
ス
ケ
ー
ド
乳
剤
４
０

０
０
倍
、
ア
タ
ブ
ロ
ン
Ｓ
Ｃ
４
０
０
０
倍
、
Ｂ
Ｔ
剤
（
フ
ァ

イ
ブ
ス
タ
ー
顆
粒
水
和
剤
、
バ
イ
オ
マ
ッ
ク
ス
Ｄ
Ｆ
）
３

０
０
０
倍
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し
て
下
さ
い
。

③
殺
虫
剤
は
、「
ふ
じ
の
落
花
直
後
」
の
散
布
時
も
同
一
薬
剤

を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

▼
人
工
授
粉
で
結
実
確
保

①
マ
メ
コ
バ
チ
の
巣
箱
に
は
、
防
鳥
対
策
の
網
を
張
り
、
土
取

り
場
の
穴
（
大
き
さ
30
㌢
×
60
㌢
、
深
さ
40
㌢
）
を
掘
り
、

確
保
し
ま
し
ょ
う
。

②
マ
メ
コ
バ
チ
は
16
℃
以
上
の
気
温
で
活
発
に
活
動
し
ま
す

が
、開
花
時
期
の
天
候
不
順
や
降
霜
に
よ
る
開
花
量
の
不
足

し
た
場
合
も
考
え
、積
極
的
に
人
工
授
粉
も
行
い
ま
し
ょ
う
。

③
開
花
が
早
い
王
林
な
ど
は
、
風
船
状
に
膨
ら
ん
だ
頃
に
花
を

摘
み
と
り
、
ふ
じ
等
の
授
粉
用
の
花
粉
と
し
て
利
用
で
き

綜
合
濃
縮
ア
ミ
ノ
酸（
中
性
）

り
ん
ご
葉
面
散
布
時
に

毎
回
混
用
１
０
０
０
～
２
０
０
０
倍

肥
大
、着
色
、糖
度
、花
芽
向
上

葉友
よ う ゆ う

根　友

　

産
地
市
場
が
４
月
26
日

（
土
）、
25
年
産
り
ん
ご
の
止
め

市
を
行
っ
た
。
弘
果
・
弘
前
中

央
青
果
で
は
大
勢
の
生
産
者
を

は
じ
め
関
係
者
等
が
つ
め
か
け

て
セ
リ
を
見
守
っ
た
。

　

こ
の
日
の
上
場
数
は
１
７
９

７
３
箱
で
、
価
挌
は
ふ
じ
上
実

高
値
が
９
７
２
０
円
、
中
値
７

０
２
０
円
、
安
値
５
９
４
０
円

▼
授
粉
し
て
も
カ
ラ
マ
ツ
に
な

る
要
因

　

昨
年
は
、
人
工
授
粉
を
行
っ

て
も
カ
ラ
マ
ツ
症
状
が
見
ら
れ

た
と
い
う
生
産
者
の
声
が
聞
か

れ
た
。
考
え
ら
れ
る
原
因
と
し

て
、
天
候
と
め
し
べ
の
受
精
能

力
の
関
係
が
あ
る
。

　

本
来
、め
し
べ
の
受
精
能
力
は

開
花
し
て
か
ら
４
～
５
日
間
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、開
花
期
間

中
に
高
温
や
風
が
強
い
日
が
続

く
と
、め
し
べ
が
乾
い
て
受
粉
能

力
が
低
下
す
る
こ
と
か
ら
、通

常
よ
り
も
授
粉
期
間
が
短
く

な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
花
粉
の
発
芽
率
を
確

認
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、

で
あ
り
、
等
級
を
問
わ
ず
高
値

で
取
引
き
さ
れ
た
。

　

同
市
場
の
葛
西
静
男
専
務
は

「
開
花
遅
れ
な
ど
気
象
条
件
が

使
用
前
に
調
べ
る
の
が
望
ま
し

い
。

【
人
工
授
粉
】

▼
摘
花
剤
の
散
布
日
が
判
断
し

や
す
い

　

人
工
授
粉
は
最
も
確
実
な
授

粉
方
法
で
あ
る
。
近
頃
は
従
来

の
凡
天
よ
り
も
効
率
的
に
授
粉

作
業
が
行
え
る
花
粉
交
配
機

（
商
品
名
：
ラ
ブ
タ
ッ
チ
、ビ
ッ

グ
ダ
デ
ィ
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
）
の

使
用
も
増
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
必
要
と
す
る
花
粉
量
は
多
少

違
う
が
、
10
㌃
当
た
り
に
使
用

す
る
花
粉
量
は
お
よ
そ
15
～
20

㌘
で
そ
れ
に
増
量
剤
と
し
て
石

松
子
を
花
粉
の
発
芽
率
に
応
じ

て
加
え
使
用
す
る
。

厳
し
か
っ
た
影
響
か
ら
全
般
的

に
小
玉
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
生

産
者
の
努
力
に
よ
っ
て
食
味
良

　

単
植
園
の
増
加
や
春
の
天
候
不
順
に
よ
り
自
然
交
配
だ
け
で
は
カ
ラ
マ
ツ
（
不
稔
）
症
状

が
起
こ
る
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
結
実
不
良
を
回
避
す
る
た
め
、
開
花
時
期
に
交
配

機
や
凡
天
に
よ
る
人
工
授
粉
、
又
は
マ
メ
コ
バ
チ
等
の
訪
花
昆
虫
に
よ
る
授
粉
を
行
い
結
実

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
粉
方
法
の
特
徴
を
ま
と
め
た
の

で
紹
介
す
る
。

　

人
工
授
粉
を
行
う
メ
リ
ッ
ト

は
、
果
実
品
質
の
向
上
が
見
込

め
る
だ
け
で
な
く
、
摘
花
剤
の

散
布
日
が
判
断
し
や
す
い
と
い

う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
授
粉

作
業
を
行
っ
て
受
精
す
る
ま
で

の
時
間
は
、
気
温
に
も

よ
る
が
丸
１
日
～
２
日

を
要
す
る
の
で
、
そ
れ

を
目
安
に
摘
花
剤
（
石
灰
硫
黄

合
剤
、
エ
コ
ル
ー
キ
ー
）
を
散

布
す
る
と
高
い
効
果
が
期
待
で

き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
希
釈
倍
数
や

散
布
量
に
つ
い
て
は
、
表
1
を

参
考
に
し
て
使
用
し
て
も
ら
い

た
い
。

【
マ
メ
コ
バ
チ
に
よ
る
授
粉
】

▼
マ
メ
コ
に
影
響
が
な
い
薬
剤

を
選
択
す
る

　

マ
メ
コ
バ
チ
（
以
下
：
マ
メ

コ
）
を
授
粉
に
利
用
す
る
た
め

に
は
、
園
地
で
散
布
さ
れ
る
殺

虫
剤
か
ら
マ
メ
コ
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

表2　主な殺虫剤のマメコバチに対する影響

影響なし
BT剤(ファイブスター顆粒水和剤、バイオマックスDF)
IGR剤(デミリン水和剤、ノーモルト乳剤、アタブロンSC、ロムダンフロアブル)
その他(フェニックス顆粒水和剤、ウララDF)

短い期間
悪影響あり

有期リン剤(ダーズバンDF、スプラサイド水和剤、エルサン水和剤、スミチオン
水和剤、サイアノックス水和剤)
ネオニコチノイド剤(モスピラン水溶剤、バリアード顆粒水和剤)
カーバメート剤(ミクロデナポン水和剤)

長い期間
悪影響あり

ピレスロイド剤(バイスロイドEW、サイハロン水和剤、イカズチWDG、テルスター水和剤、
ロディー水和剤)ネオニコチノイド剤(スタークル顆粒水和剤、アルバリン顆粒水和剤、
ダントツ水溶剤)

表1　摘花剤の使い方

薬剤名
希釈倍数と使用量

(10㌃当たり)
使用時期 使用方法 備　　考

石灰硫黄合剤
（サンソ－液）

100～120倍
350㍑以上

頂芽花と腋芽
花の満開日

立木全面散布 展着剤不要

エコルーキー
100～150倍
300～600㍑

満開日と追加
散布する場合
は2～3日後

立木全面散布
2回以内

〃

注意事項
・摘花剤を使用する際は、必ず人工授粉を行う。
・両剤はマメコバチに対して無害なので、マメコバチを利用している園地でも使用可能。
・石灰硫黄合剤を使用する際、SSなどの機械は傷みやすい。
・エコルーキーは、花びらが褐変したり新梢の葉が焼けるような症状が出る場合がある。
・SSを利用する場合はファンを低回転で散布する。

そ
れ
ぞ
れ
の
授
粉
方
法
の
特
徴

人
工
授
粉
・
マ
メ
コ
授
粉

好
に
仕
上
が
り
、
結
果
価
挌
が

上
が
っ
た
の
で
は
」
と
コ
メ
ン

ト
し
た
。

活気のあるセリが行われた

①
展
葉
日

地　

域

年

つ
が
る

ジ
ョ
ナ

王　

林

ふ　

じ

黒
石（
り
研
）

本
年

４
・
19

４
・
14

４
・
16

４
・
18

平
年

４
・
20

４
・
16

４
・
18

４
・
19

五
戸（
県
果
）

本
年

４
・
21

４
・
16

４
・
17

４
・
17

平
年

４
・
22

４
・
19

４
・
17

４
・
17

②
開
花
予
想（
り
ん
ご
研
究
所
５
月
１
日
現
在
）

今
後
の
平
均
気
温
が
平
年
よ
り
＋
１
℃
で
経
過
し
た
場
合

地
域

年

つ
が
る

ジ
ョ
ナ

王　

林

ふ　

じ

黒
石（
り
研
）

本
年

５
・
８

５
・
７

５
・
６

５
・
８

平
年

５
・
８

５
・
７

５
・
６

５
・
８

弘果止め市を開催
産地市場 等級問わず高値

　
「
開
花
直
前
」

及
び
「
落
花
直

後
」
の
散
布
時

期
は
ハ
チ
の
活

動
時
期
と
重
な

り
、
散
布
し
た

薬
液
が
直
接
か

か
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
悪

影
響
が
な
い
薬

剤
を
選
択
す
る

必
要
が
あ
る

（
表
２
）。ま
た
、

薬
剤
を
散
布
す

る
際
に
は
巣
筒

に
直
接
薬
剤
が

飛
散
し
な
い
よ

う
に
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
等
で
一

時
的
に
巣
箱
全

体
を
被
覆
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
加
え
て
、
単
植
園
の
場

合
で
あ
れ
ば
授
粉
樹
を
混
植
し

た
り
、
巣
箱
の
設
置
間
隔
（
適

正
距
離
：
60
～
80
㍍
）
を
調
整

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
に
結
実

率
が
高
ま
る
の
で
工
夫
を
凝
ら

し
て
も
ら
い
た
い
。


